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第 50 回記念開催 !!
　

第
50
回
記
念
、
中
種
子
町
よ

い
ら
～
い
き
祭
り
が
、
８
月
４

日
に
開
催
さ
れ
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

昼
の
部
は
役
場
前
か
ら
旭
町

通
り
で
行
わ
れ
、
中
種
子
火
縄

銃
保
存
会
に
よ
る
試
射
の
号
砲

で
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。
大
人
み

こ
し
と
地
域
子
ど
も
み
こ
し
が

大
き
な
声
で
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
力
強
く
練
り

歩
き
、
沿
道
か
ら
も
暑
さ
を
和

ら
げ
る
た
く
さ
ん
の
放
水
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
野
間
小
金
管
バ
ン

ド
や
地
域
女
性
部
、
中
種
子
中

学
校
生
徒
な
ど
各
種
団
体
に
よ

る
正
調
踊
り
や
道
中
踊
り
で
よ

り
一
層
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

夜
の
部
は
、
太
陽
の
里
多
目

的
広
場
で
行
わ
れ
、
園
児
の
お

遊
戯
や
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
な
ん
と
言
っ

て
も
も
の
ま
ね
芸
人
コ
ー
ジ
ー

冨
田
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

が
会
場
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
、

祭
り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
夜
空
に
輝
く

打
ち
上
げ
花
火
。
夜
空
に
咲
く

大
輪
の
花
で
、
み
ん
な
の
笑
顔

が
は
じ
け
ま
し
た
。
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夏祭りで地域活性化　町内各地もにぎわう
　

各
校
区
の
夏
祭
り
が
、
中
種
子

町
よ
い
ら
～
い
き
祭
り
の
熱
気
に

負
け
ま
い
と
、
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

み
ん
な
で
納
官
を
盛
り
上
げ
よ
う

　
　
　
　
　
納
官
げ
ん
き
ま
つ
り

　

納
官
げ
ん
き
ま
つ
り
が
７
月
21

日
に
納
官
神
社
境
内
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

納
官
を
み
ん
な
で
げ
ん
き
に
盛

り
上
げ
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
こ
の

祭
り
は
、
各
集
落
が
準
備
し
た
屋

台
と
、
納
官
小
学
校
児
童
に
よ
る

和
太
鼓
の
演
奏
や
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ

ン
ス
、
集
落
代
表
カ
ラ
オ
ケ
大
会

や
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
舞
台
な

ど
が
あ
り
、
校
区
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ド
ン
太
君
も
見
守
る
中
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
暑
い
夏
が
き
た

　
　
　
　
　
　
南
界
園
夏
ま
つ
り

　
南
界
園
夏
ま
つ
り
が
８
月
11
日

に
南
界
園
敷
地
内
で
開
催
さ
れ
校

区
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
岩
岡
エ

イ
サ
ー
や
笹
川
満
夫
さ
ん
親
子
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
豪
華
賞
品
多
数
の
お

楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
入
居
者
や
来

場
者
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

夜
空
を
彩
る
花
火

　
　
　
　
星
原
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

　
第
29
回
星
原
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

が
８
月
12
日
に
浜
津
脇
港
で
開
催

さ
れ
、
お
盆
の
時
期
と
も
相
ま
っ

て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
す
い
か
と
か
き
氷

の
早
食
い
競
争
の
ほ
か
、
星
原
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
華
や
か
で
楽

し
い
踊
り
や
舞
踊
、
タ
ヒ
チ
ア
ン

ダ
ン
ス
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、

多
種
多
様
な
色
と
形
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
鮮
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。
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意地と意地とのぶつかり合い　離島甲子園閉幕
　

第
11
回
全
国
離
島
交
流
中
学

生
野
球
大
会
が
８
月
７
日
か
ら

10
日
ま
で
の
４
日
間
、
西
之
表

市
営
球
場
、
中
種
子
町
営
野
球

場
、
南
種
子
健
康
公
園
野
球
場
、

南
種
子
中
学
校
野
球
場
で
行
わ

れ
、
23
チ
ー
ム
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
声
で
チ
ー
ム
を
鼓
舞

し
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

白
球
を
追
い
か
け
、
仲
間
と
と

も
に
勝
利
に
向
か
っ
て
走
り
続

け
る
選
手
た
ち
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
３
連
覇
を

目
指
す
宮
古
島
ア
ラ
ラ
ガ
マ

ボ
ー
イ
ズ
対
佐
渡
市
中
学
校
選

抜
チ
ー
ム
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
２
対
１

で
佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー
ム

が
初
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　

中
種
子
中
学
校
は
１
勝
１
敗

で
本
大
会
を
終
え
、
昨
年
部
員

４
人
か
ら
出
場
に
至
る
ま
で
の

努
力
を
讃
え
ら
れ
、
村
田
兆
治

大
会
提
唱
者
か
ら
ス
ペ
ー
ス
サ

イ
ダ
ー
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新米に舌つづみ
中種子中学校・新米交流給食

　

地
元
産
の
新
米
を
味
わ
う
新

米
交
流
給
食
が
７
月
18
日
に
中

種
子
中
学
校
の
被
服
室
で
行
わ

れ
、
副
町
長
、
農
協
、
教
育
関

係
者
な
ど
多
数
出
席
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
前
に
新
米
の
給

食
が
並
べ
ら
れ
る
と
、
そ
の
白

い
輝
き
に
皆
、
目
が
釘
付
け
。

　

格
別
の
美
味
さ
に
笑
み
が
こ

ぼ
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
の
給
食
に
関
わ
る
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

今
後
、
米
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
種
子
中
学
校
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
が
、
７
月
14
日
に
種
子

島
こ
り
ー
な
で
あ
り
、
多
く
の

関
係
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
毎
に
行
わ
れ
た
合

唱
は
、
練
習
の
成
果
が
大
い
に

発
揮
さ
れ
た
レ
ベ
ル
の
高
い
内

容
で
、
来
場
者
は
そ
の
歌
声
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
金
賞
と
最
優

秀
賞
に
は
３
年
１
組
が
選
ば
れ
、

同
じ
く
金
賞
を
受
賞
し
た
２
年

２
組
が
、
県
中
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
録
音
審
査
の
部
の
学
校

代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

美しいハーモニーが広がる
中種子中学校合唱コンクール
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ど
う
し
て
人
口
が
減
っ
た
ら
大
変

な
事
な
ん
だ
ろ
う
？
と
、
ふ
と
思
っ

た
。
調
べ
て
み
る
と
、行
政
・
民
間
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
労
働

者
、
病
院
、
学
校
、
町
の
税
収
、
企

業
の
売
上
が
減
り
、
リ
ス
ト
ラ
、
空

き
家
が
増
え
、
土
地
の
資
産
価
値
が

下
が
り
、
高
齢
者
の
支
援
者
が
い
な

く
な
り
、
老
後
も
働
か
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
ず
、
治
安
の
悪
化
な
ど
の

問
題
が
起
こ
る
ら
し
い
。

　

２
０
０
７
年
に
財
政
破
綻
し
た
北

海
道
夕
張
市
は
ま
さ
に
そ
の
通
り

だ
っ
た
。
１
９
６
０
年
の
人
口
が
約

11
万
6
千
人
か
ら
２
０
１
３
年
に
は

9
千
9
百
人
。
何
と
10
分
の
１
以
下
。

住
民
た
ち
は
全
国
最
低
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
全
国
最
高
の
市
民
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
小
・
中
学

校
の
統
廃
合
を
は
じ
め
、
図
書
館
、

集
会
所
な
ど
を
廃
止
。
市
立
の
総
合

病
院
を
診
療
所
に
変
更
。
市
民
税
を

法
律
上
の
上
限
ま
で
引
き
上
げ
。
中

種
子
町
の
総
人
口
、
１
９
６
０
年
は

１
９
３
２
１
人
、
２
０
１
８
年
で
は

8
０
４
０
人
（
6
月
末
）、
１
９
６
０

年
か
ら
何
と
58
％
も
の
減
少
。

　

な
に
や
ら
日
本
の
人
口
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
２
・
07
の
合
計

特
殊
出
生
率
（
以
下
、
出
生
率
）
が

必
要
と
い
う
。
現
在
6
月
の
時
点
で

1
・
43
。
こ
の
よ
う
に
人
口
減
少
は

全
国
的
に
み
て
、
も
う
歯
止
め
が
き

か
な
い
未
曾
有
の
現
象
で
は
な
い
だ

ろ
う
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
か
す
か
な
希
望
は
実

に
鹿
児
島
県
、
種
子
島
、
中
種
子
町

に
あ
っ
た
。
平
成
30
年
の
内
閣
府
の

発
表
で
、
中
種
子
町
の
出
生
率
が
平

成
28
年
は
２
・
00
で
全
国
25
位
。
1 

位
は
伊
仙
町
で
２
・
81
。
た
だ
し
、

死
亡
数
が
出
生
数
を
超
え
て
い
る
た

め
、
総
人
口
の
減
少
は
続
い
て
い
る

伊
仙
町
の
出
生
率
が
高
い
の
は
、
子

育
て
に
関
す
る
政
策
が
豊
富
な
た
め

だ
と
思
う
。
そ
の
内
容
の
一
部
は
、

子
育
て
世
代
向
け
住
宅
建
設
の
推
進

や
企
業
誘
致
、
保
育
料
無
料
化
、
不

妊
治
療
支
援
な
ど
を
は
じ
め
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
な
ど
。

　

さ
て
出
生
率
が
全
国
25
位
の
中
種

子
町
。
中
種
子
町
は
第
一
次
産
業
従

事
者
が
多
く
、
経
営
体
と
家
族
が
一

体
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
は

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て

い
る
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に

ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
ま
た
伊
仙
町
の
取

り
組
み
は
い
い
目
安
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
劇
的
に
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
不
可
能
な
中
、
自
分
で

稼
い
で
家
族
が
子
育
て
で
き
る
中
種

子
町
は
ゆ
く
ゆ
く
は
そ
れ
を
対
策
法

と
し
て
海
外
に
ま
で
輸
出
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
、
と
考
え
る
。（
山
村
）

地域おこし協力隊通信（№ 23）　中種子町の出生率

シーカヤック体験
第２回チャレンジ・キッズ

　

７
月
16
日
海
の
日
に
、
第
２

回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ッ
ズ
の
活

動
と
し
て
「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
海
で
の
活
動
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
海
上
荒
天

の
た
め
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
で

の
周
遊
と
な
り
ま
し
た
。

　

時
折
、
小
雨
も
降
っ
て
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
お
か

ま
い
な
し
に
カ
ヤ
ッ
ク
を
一
生

懸
命
漕
ぎ
な
が
ら
、
カ
ヤ
ッ
ク

の
楽
し
み
方
を
学
び
、
種
子
島

の
雄
大
な
自
然
を
感
じ
る
体
験

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

第３回種子島農業実習
茨城県立水戸農業高校

　

７
月
30
日
か
ら
８
月
７
日
ま

で
の
間
、
茨
城
県
立
水
戸
農
業

高
校
の
生
徒
16
人
に
よ
る
「
第

３
回
種
子
島
農
業
実
習
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
接
近
が
心
配
さ
れ
た
中
、

畜
産
を
始
め
普
通
作
、
園
芸
（
果

樹
、
花
き
）
の
町
内
６
農
家
の

お
宅
に
宿
泊
し
、
朝
か
ら
夕
方

ま
で
、
種
子
島
の
暑
い
夏
を
体

験
し
な
が
ら
各
農
家
で
実
習
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
習
だ
け
で
な
く
、

よ
い
ら
～
い
き
祭
り
の
道
中
踊

り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
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サッカースクール開講
鹿児島ユナイテットＦＣ

　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
鹿
児

島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ト
Ｆ
Ｃ
の
ス
タ
ッ

フ
４
人
、
ス
ク
ー
ル
生
徒
18
人
が

７
月
28
日
か
ら
29
日
の
間
、
種
子

島
を
訪
れ
、
28
日
に
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
を
開
講
し
、
島
内
の
小
学

生
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

学
年
毎
に
基
本
的
な
練
習
が
90

分
間
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
生
徒
は
中
種

子
Ｊ
Ｆ
Ｃ
団
員
の
自
宅
へ
宿
泊

し
、
交
流
を
深
め
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
26
回
鹿
児
島
県
消
防
協
会

熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
が
、

７
月
15
日
に
西
之
表
市
市
民
体

育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
中
種

子
町
消
防
団
の
中
央
分
団
が
ポ

ン
プ
車
の
部
で
９
連
覇
を
達
成

し
、
初
出
場
の
増
田
分
団
は
小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
３
位
の
結
果

で
し
た
。

　

中
央
分
団
は
、
８
月
24
日
に

行
わ
れ
る
鹿
児
島
県
消
防
操
法

大
会
に
熊
毛
支
部
の
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

中央分団９連覇達成
第 26回熊毛支部消防操法大会

自己記録更新を目指して
第 33 回中種子町小学校水泳記録会

　

児
童
の
体
力
・
気
力
向
上
の
一

環
と
し
て
、
第
33
回
中
種
子
町
小

学
校
水
泳
記
録
会
が
７
月
24
日

に
野
間
小
学
校
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
町
内
各
小
学
校
の
４
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
、
全
26

種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
教
育
委
員
会
や
学

校
関
係
者
の
他
に
、
児
童
の
保
護

者
ら
も
多
数
来
場
し
、
日
差
し
が

眩
し
く
、
肌
を
刺
す
よ
う
に
暑
い

中
で
の
大
会
で
し
た
が
、
一
生
懸

命
競
技
に
取
り
組
む
姿
に
、
来
場

者
か
ら
は
盛
ん
に
熱
い
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
に
中
種
子
町
営
野

球
場
に
て
「
中
種
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
創
立
20
周

年
記
念
大
会
」
が
種
子
島
地
区

６
団
と
鹿
児
島
市
郡
山
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
計
７
団
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
の
南
裕
二
代
表
指

導
者
・
監
督
は
、「
20
年
と
い
う

長
い
歴
史
を
感
じ
、
こ
れ
ま
で

の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
関

係
者
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
お
陰

と
感
謝
し
て
い
る
。
益
々
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

創立 20周年記念大会
中種子ソフトボールスポーツ少年団
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まちの話題　　各課からのお知らせ

折戸農場優秀賞受賞
農場環境衛生コンクール

　

畜
産
農
家
に
お
け
る
防
疫
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

農
場
の
環
境
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
「
農
場

環
境
衛
生
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
折

戸
農
場
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

折
戸
農
場
は
、
牛
舎
３
棟
と

運
動
場
、
牧
草
地
３
町
５
反
を

保
有
し
、
農
場
へ
の
入
場
制
限

や
消
毒
体
制
、
衛
生
害
虫
対
策

や
野
生
動
物
侵
入
防
止
対
策
な

ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

営農意欲の向上と連携強化へ
営農の門出励ましの会

　

平
成
29
年
度
に
新
規
就
農
し

た
種
子
島
地
区
の
就
農
者
を
祝

う
「
営
農
の
門
出
励
ま
し
の
会
」

が
７
月
31
日
に
種
子
屋
久
農
業

組
合
本
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

島
内
で
７
人
、
本
町
で
は
３

人
が
就
農
し
、
関
係
者
か
ら
は

「
自
ら
の
農
業
を
確
立
し
、
種
子

島
の
農
業
を
支
え
て
欲
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

新
規
就
農
者

梶
屋　

誠
之
さ
ん
（
町
山
崎
）

田
中　

佑
哉
さ
ん
（
浜
津
脇
）

葉
棚　

将
崇
さ
ん
（
長　

谷
）

米国電気電子学会賞受賞
半導体分野の功績評価

　

半
導
体
分
野
で
卓
越
し
た
功
績

を
残
し
た
と
し
て
、
本
町
出
身
で

半
導
体
産
業
人
協
会
特
別
顧
問
の

牧
本
次
夫
さ
ん
が
、
米
国
電
気
電

子
学
会
の
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
イ
ス
・

メ
ダ
ル
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

牧
本
さ
ん
は
日
立
製
作
所
へ
入

社
し
、「
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」
と
呼
ば
れ

る
省
電
力
半
導
体
の
高
性
能
化
を

実
現
し
ま
し
た
。「
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
メ
ラ
な

ど
身
の
回
り
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル
機

能
の
消
費
電
力
を
抑
え
、
高
速
化

を
図
り
、
Ｉ
Ｔ
社
会
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
51
年
10
月
１
日
に
中
種
子

町
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
勤
続

年
数
40
年
６
ヶ
月
と
い
う
長
年
の

功
績
が
評
価
さ
れ
、
浦
島
茂
さ
ん

（
女
洲
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

し
、
７
月
27
日
に
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
祝
賀
会
が
開

か
れ
、
町
長
は
じ
め
各
関
係
者
約

１
３
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

瑞
宝
双
光
章
と
は
、
日
本
の
勲

章
の
一
つ
で
、
公
共
的
な
職
務
の

複
雑
度
、
困
難
度
、
責
任
の
程
度

な
ど
を
評
価
し
、
職
務
を
果
た
し

成
績
を
あ
げ
た
人
に
授
与
さ
れ
ま

す
。

長年の功績を讃えて
浦島茂さん瑞宝双光章受章
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　各課からのお知らせ

平成 31 年度多面的機能支払交付金制度について
◎お問い合わせ先　役場農地整備課管理係㉗ 1111 内線 284

■多面的機能支払交付金の目的
　農業・農村地域は国土の保全、自然環境の保全、
良好な景観の形成など、多面的な機能を持ってい
ます。
　しかし、近年は農村地域の過疎化や高齢化によ
り、集落の活動が低下し、地域の共同活動によっ
て支えられている多面的機能の発揮に支障が生じ
つつあります。共同活動の困難化に伴い、農用地・
水路・農道などの維持管理が難しい状況です。
　この制度は、交付金を活用し農村の風景や貴重
な地域資源を守っていこうと、地域の活動を支援
するための制度です。（※事業実施期間は５年間）
■多面的機能支払交付金の内容
①農地維持支払交付金
　農業者などによる組
織が取り組む水路の泥
上げや農道の路面維持
など地域資源の基礎的
保全活動、農村の構造

変化に対応した体制の拡充・強化など、多面的機
能を支える共同活動を支援します。
②資源向上支払交付金
　地域住民を含む組織
が取り組む水路、農道
などの軽微な補修や植
栽による景観形成など
農村環境の良好な保全
を始めとする地域資源の質的向上を図る共同活
動、施設の長寿命化のための活動を支援します。
■支援の対象となる組織
①農業者のみで構成される組織
②農業者およびその他の者（集落など）で構成　
される活動組織
■お問い合わせ期間
　10 月 12 日（金）まで
※新規で取り組みを検討している集落などはお問
い合わせ下さい。

平成 30 年住宅・土地統計調査にご協力をお願いします
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 259

　平成 30 年 10 月１日を期日として、住宅・土地

統計調査が全国一斉に実施されます。
　調査対象になられた世帯には、９月下旬頃調査
員が訪問して調査票を配布いたします。
　この調査は、住宅および土地の保有状況や住宅
などに居住している世帯に関する実態などを明ら

かにする調査です。回答については、調査員に提
出する他、パソコンやスマートフォンを利用した
インターネットでの回答や専用封筒を使い、郵送
で提出する方法もありますので、調査へのご理解、
ご協力をお願いいたします。

　９月は下表の税の納期限となっています。

　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も
発生する場合がありますので、期限内の納入をお

願いします。すでに納期限を過ぎた分についても、
お早めの納付をお願いします。

期別 納期限

国民健康保険税 ３期 10 月１日（月）

税の納期限について（お知らせ）
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係・町民税係㉗ 1111 内線 236（管理収納）230・203（町民税）
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

　８月 30 日から９月５日までの１週間は、建築物

の防災対策の推進を目的とした「建築物防災週間」
です。そこで、建物を所有または管理している皆
様に、地震や火災などの災害での被害を防ぐため、
心がけていただきたい注意点をお知らせします。
■地震への備えは大丈夫ですか？
　昭和 56 年６月以前に建てられた全ての建物の
所有者は、耐震診断や耐震改修により建築物の安
全確保に努めることが必要です。
　建築士などの専門家に相談し、建物が倒れない
かどうか建物の耐震診断を行い、倒壊のおそれが
ある場合は耐震補強を行いましょう。
■火事のとき、安全に避難できますか？
　昨年２月の長崎のグループホームや 10 月の福
岡の医院の火災事故は、防火扉が作動しないなど
の不備があり被害が大きくなりました。
　防火扉などあれば、正しく作動するか定期的に
点検しましょう。
　また、廊下や階段、防火扉のまわりに物を置くと、
火事が起きたとき、安全に避難できず、また火の
勢いが早まる原因となります。日ごろから注意・
点検をしましょう。

■建物の外壁が落下する恐れはありませんか？
　建物の外壁材（モルタルやタイルなど）は、老
朽化すると落下して通行人などに被害を及ぼす場
合がありますので、日頃から注意しましょう。また、
落下する恐れ（ひび割れなど）が見られる場合は
建築士などに点検を依頼し、異常があれば早急に
補修をしましょう。
■建物の増築や改築をする場合は、ご相談くださ
い。
　建物の増改築は建築基準法や消防法などに基づ
き届出などが必要ですが、場合によっては法適合
に関して一定の緩和がありますので、事前に役場
建設課・消防組合中種子分遣所にご相談ください。
　このような場合は、ご相談ください。
①庇や倉庫の増築。　
②新たにテナントが入店する。　
③内装の改修。
④消防用設備を改修したい

建物の所有者・管理者のみなさまへ
◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設課建築係㉒ 1867/ 熊毛地区消防組合中種子分遣所㉗ 0119
　　　　　　　　　役場建設課建築係㉗ 1111 内線 274

消費税軽減税率制度説明会のご案内
◎お問い合わせ先　種子島税務署調査部門㉒ 0441

　種子島税務署では、事業者の方を対象として、

来年 10 月 1 日から実施される「消費税の軽減税
率制度」に関する説明会を開催します。
　多くの事業者の方に関係のある制度ですので、
是非、お越しください。
■日時　９月 27 日（木）午後１時～午後３時
■場所　中種子町中央公民館１階小会議室
※会場の席数に限りがございま
すので、９月 20 日午後４時ま
でに種子島税務署調査部門への
事前申込みが必要です。

●消費税の軽減税率制度は、来年 10 月１日から
の消費税率 10％への引き上げと同時に実施されま
す。
●軽減対象品目の取り扱いがある消費税の課税事
業者の方だけでなく、例えば、会議費や交際費と
して飲食料品などを購入す
る事業者の方や消費税の免
税事業者の方も、取扱商品
の適用税率の確認や適用税
率ごとの区分経理など、制
度の実施に向けた準備が必
要となります。
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　各課からのお知らせ

　日本では平均寿命が延び、世界有数の長寿国と

言われていますが、一方で、糖尿病、がん、心臓
病、脳卒中など生活習慣病が増加し大きな問題と
なっています。その中、疾病の早期発見・早期治
療にとどまらず、生活習慣病の発症を予防する「一
次予防」が注目されています。
　生活習慣病は運動習慣や食生活の改善により予
防することができます。自分にできそうなことか
ら始めて、健康に過ごせる期間「健康寿命」の延
伸を目指しましょう！

■統一標語
１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ
～健康寿命の延伸～

■身体活動をプラス 10 分
　身体活動とは、日常生活の中で体を動かすこと

（労働・家事・育児・趣味など）をいいます。日常
の中で体を動かす機会を増やしましょう。また、
運動習慣を定着させ健康寿命をのばしましょう！
■毎日野菜をプラス１皿
　日本人に必要な野菜の摂取量は 1 日 350 ｇです
が、平均摂取量では 70 ｇ足りていません。いつ
もの食事にプラス 1 皿野菜を摂りましょう！火を
通す（炒める・煮るなど）ことで野菜の量を摂り
やすくなります。
■タバコの煙をマイナス
　タバコには多くの有害物質が含まれており、タ
バコを吸う本人だけでなく周りの人にも影響があ
ります。禁煙することで健康になるだけでなく、
肌の美しさや若々しさを保つことにも繋がります。

９月は健康増進普及月間です
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

ジロ・デ・種子島 2018 初開催
◎お問い合わせ先　役場企画課商工観光係㉗ 1111 内線 231・301

　「月に一番近い島」種子島を自転車で１周するロ

ングライドイベントが開催されます。

　アップダウンの少ないなだらかなコースを走り

ながら、美しい青い海やサトウキビ畑、日本最大

のロケット基地である種子島宇宙センターなど、

様々な貴重な風景が堪能でき、さらに前日には、

一般立入厳禁の旧種子島空港滑走路を舞台とした

タイムトライアルや島の美しい特産品を味わえる

前夜祭も開催予定です。

　選手への温かいご声援をよろしくお願いします。

■日時　９月９日（日）

　　　　島１周の部（約 150km）　午前７時スタート

　　　　島半周の部（約  75km）　午前７時 30 分スタート

　　　　９月８日（土）前日イベント

　　　　タイムトライアル　午後２時 30 分スタート

■大会ホームページ　http://girodi-tanegashima.com/
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

予約型乗合タクシーおよびコミュニティーバスをご利用ください
◎お問い合わせ先　中種子町地域公共交通確保維持改善協議会（役場企画課企画調整係）㉗ 1111 内線 286

■予約型乗合タクシー
　乗合タクシーは、路線は
なく区域を指定して運行す
る相乗りタイプのタクシー
です。
　指定された地域内と場所

（市街地９カ所・公立種子島
病院）で利用ができます。
　ただし、利用できる曜日と時間は決まっており、
指定された地域外の方は利用できません。
　また、この乗合タクシーは指定された地域内の
自宅などで乗降できますので、ぜひご利用くださ
い。
■利用料金
　距離に応じた料金制で、利用料金は集落により
異なります。
　下記に該当する方については割引制度が適用さ
れます。
●半額　
①身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福
祉手帳の所持者
※乗車の際に手帳の提示が必要です。
②身体障害者手帳（第１種）所持者の介護人
③運転免許証自主返納者
※警察署発行の証明書の提示が必要です。
●無料
①未就学児
■運行日
●市丸タクシー（27-0560）
　水・金曜日（秋佐野線、女洲線）
　月・火・木曜日（公立病院東回り線）
●はやしタクシー（27-0085）
　水・金曜日（三浜線）
　月・火・木（公立病院西回り線）
■運行時刻
●上り便（郊外地域→市街地および公立病院）
　午前８時 30 分～午後９時
●下り１便（市街地または公立病院→郊外地域）
　午前 11 時 20 分

●下り２便（市街地または公立病院→地域郊外）
　午後１時 20 分
■予約方法
　予約は、利用日の２日前から可能で、受付時間
は午前８時～午後５時です。

■コミュニティーバス
　町内全域の停留所を巡回するバスです。
■運賃
　100 円（幼児は無料）
　下記に該当する方については半額（50 円）に
なります。
①身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福
祉手帳の所持者
※乗車の際に手帳の提示が必要です。
②身体障害者手帳（第１種）所持者の介護人
③運転免許証自主返納者
※警察署発行の証明書の提示が必要です。
■運行日　
　月～金曜日の朝・昼それぞれの１便。土曜日に
ついては、朝便のみ運行します。
■その他
①停留所以外でも乗り降り可能（フリー乗降可）
※野間市街地を除く見通しのよい場所では、停留
所以外でも自由に乗り
降りができます。
②保健センターバス停
について
※星原、増田、油久線
は、高峯住宅側に停車
します。岩岡線は、国
道側に停車します。
③スクールバスについて
※町内の中学生が通学に利用するバスです。生徒
以外のスクールバスへの乗車はできません。
　
　予約型乗合タクシーおよびコミュニティーバス
について、詳しくは町ホームページまたは上記お
問い合わせ先までご連絡ください。
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　各課からのお知らせ

ジャパンプロサーフィンツアー 2018 ショートボード第６戦サーフアイランド種子島プロ
◎お問い合わせ先　サーフアイランド種子島 PR 協議会事務局（役場企画課）㉗ 1111 内線 231

　９月 27 日から 30 日の４日間、南種子町竹崎
海岸（種子島岩崎ホテル前）において JPSA ジャ
パンプロサーフィンツアー 2018 ショートボード
第６戦サーフアイランド種子島プロが開催されま
す。
　サーフィン競技は、2020 年東京オリンピック
の正式種目となっており、この大会は日本代表を

目指す選手も参加する大会となります。
　この大会は日本プロサーフィン連盟主催の大会
で国内最高峰に位置づけられるサーフィンツアー
の一戦。27 日に行われるプロを目指すアマチュ
アによるプロトライアルには地元選手も出場しま
す。国内のトッププロの技を間近に感じられる絶
好の機会です。ぜひ、ご来場ください。

姉：須田　那月
生年月日：1995 年９月７日（22 歳）
今シーズンの目標：日本一をとる !!
■『優勝』の二文字しか見えていない
　３年前の大会から怪我をしていた左肩を１シー
ズン棒に振る覚悟で昨年４月に手術をした。半年
以上もかかるリハビリを乗り越え帰ってきた那月
選手は、手術前よりも調子がいいという。
　目標にしている 2020 年オリンピックの出場基
準は、2019 年シーズンでの世界ランキング順で
ある。そのためには昨年試合に出られなかった分、
今シーズンで何としても勝ちが必要である。
　サーフィンを理解し、協力してくれる両親、友
達、地域の方のためにも優勝したい。

■地元選手も出場　野間阿曽集落　須田姉弟（左・姉：那月 / 右・弟：喬士郎）

弟：須田　喬士郎
生年月日：2001 年 10 月 18 日（16 歳）
今シーズンの目標：ジュニア日本代表、JP プロ
■プロでなくても戦える
　今大会の意気込みを聞かれ、「優勝」と即答し
た喬士郎選手は、海外で技を認められ、国内の大
会では優勝してもおかしくないほどの実力の持
ち主。姉も出場したジュニア日本代表（18 歳以
下）、そしてプロになることを目標に日々練習に
励んでいる。勝てるし、負ける気もしないと強気
な発言で自分を高ぶらせ、課題である気持ちのコ
ントロールをしている。
　種子島の名前を売るためにも、できるだけ上へ
上へ勝ち上がっていきたい。
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スポーツ大会の結果　　スポーツ大会の結果　

第
59
回

　
県
民
体
育
大
会

　
　
熊
毛
地
区
大
会

　

第
59
回
県
民
体
育
大

会
熊
毛
地
区
大
会
が
、

７
月
１
日
か
ら
15
日
に

か
け
て
、
１
市
３
町
の

分
散
開
場
で
19
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
市
町
の
代
表
選
手

の
試
合
と
あ
っ
て
熱
戦

が
展
開
さ
れ
、
開
場
に

詰
め
か
け
た
観
客
か
ら

も
、
選
手
を
後
押
し
す

る
力
の
入
っ
た
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
９
種
目
を
制

し
、
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

【競技別成績】　　　　　　　　　※昨年度から総合成績は廃止
市 町 名 西之表市 中種子町 南種子町 屋久島町
陸 上 1 2 3 4
バ レ ー
ボ ー ル

男 1 2 4 3
女 １ 2 4 3

卓 球
男 2 4 3 1
女 1 3 － 2

ソ フ ト
テ ニ ス

男 3 1 4 2
女 3 2 4 1

相 撲
一 般 3 1 2 －
青 年 1 2 3 －

柔 道 － 1 2 －
剣 道 3 1 2 4
弓 道 1 3 － 2
ゲ ー ト ボ ー ル 1 2 3 4
サ ッ カ ー 1 2 3 3
軟 式 野 球 3 2 3 1
ソ フ ト
ボ ー ル

男 2 3 3 1
女 3 3 2 1

バ ド ミ
ン ト ン

男 2 1 3 4
女 3 1 4 2

テ ニ ス
男 2 4 1 3
女 3 4 1 2

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 2 1 4 3
ゴ  ル  フ 1 3 4 2
全 空 連 空 手 道 2 1 － －
バ ス ケ ッ ト
ボ　   ー　   ル

男 3 1 3 2
女 2 － － 1

サ ー フ ィ ン 3 2 1 －

　生涯学習だより　
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　スポーツ大会の結果　

島
の
四
季
彩

カ
ナ
ム
グ
ラ
（
ア
サ
科
）

【
漢
字
表
記
】
鉄
葎

【
分
布
】
日
本
全
土
、
極
東
・
台
湾

【
生
育
地
】

　
日
当
た
り
の
よ
い
、
林
縁
部
や

草
地

　

和
名
の
カ
ナ
ム
グ
ラ
は
金(

鉄)

＋
む
ぐ
ら(

野
原
や
荒
れ
地
に
茂

る
雑
草
の
総
称)

で
、
茎
が
丈
夫

で
ヤ
ブ
を
形
成
す
る
こ
と
に
由
来

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
場
所
に
生
育
し
、
路
傍
や
荒
れ

地
、
林
縁
部
を
マ
ン
ト
状
に
覆
う
、

つ
る
性
の
夏
緑
性
の
雌
雄
異
株
の

１
年
草
で
す
。
茎
や
葉
柄
に
は
細

か
い
下
向
き
の
刺
が
あ
り
、
ず
り

落
ち
な
い
よ
う
に
絡
み
つ
き
ま
す
。

葉
は
掌
状
に
、
５
～
７
裂
し
ま
す
。

花
期
は
晩
夏
～
秋
で
、
雄
株
の
花

序(

花
の
集
団
や
集
合
の
様
子
や
状

態
の
こ
と)

は
円
錐
状
で
上
を
向
き

(

個
々
の
花
は
垂
れ
ま
す)

、
雌
株

で
は
個
別
で
垂
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
細
か
い
と
こ
ろ
を
観
察
し

ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
面
白
さ
や

不
思
議
さ
が
発
見
で
き
ま
す
。
ビ
ー

ル
の
製
造
に
利
用
さ
れ
る
ホ
ッ
プ

(

和
名
は
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
ハ
ナ
ソ

ウ
。
雌
株
の
黄
色
に
成
熟
し
た
蕾

を
利
用)

と
同
属
で
す
が
、
カ
ナ
ム

グ
ラ
は
そ
の
よ
う
な
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
写
真
・
資
料
提
供
】
香
月
茂
樹
さ

ん
（
元
薬
草
試
験
場
長
）

鹿
児
島
県

　
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
　
上
　
　
　
　（
７
月
21
日
～
22
日
）

▽
三
段
跳
（
男
子
）

　

７
位　

四
元　

奏
汰
（
中
種
子
中
学

校
３
年
）

▽
１
年
１
５
０
０
ｍ
（
男
子
）

　

４
位　

知
念　

優
斗
（
中
種
子
中
学

校
１
年
）

▽
２
年
１
５
０
０
ｍ
（
男
子
）

　

７
位　

池
亀　

侑
生
（
中
種
子
中
学

校
２
年
）

▽
棒
高
跳
（
男
子
）

　

７
位　

中
島　

幸
星
（
中
種
子
中
学

校
３
年
）

　

８
位　

中
島　

幸
樹
（
中
種
子
中
学

校
３
年
）

柔
　
道
　
　
　
　（
７
月
24
日
～
25
日
）

■
団
体
戦

▽
男
子
の
部

　

２
位　

中
種
子
中
学
校

■
個
人
戦

▽
男
子
73
㎏
級

　

ベ
ス
ト
４　

　
　
　
　

中
川　

晃
希
（
中
種
子
中
学

校
３
年
）

▽
男
子
90
㎏
超
級

　

２
位　

岩
屋　

北
斗
（
中
種
子
中
学

校
３
年
）

図書だより　
87 冊（一般書 42 冊、児童書 45 冊）の新刊が入りました !!
● 10 年後の仕事図鑑
　（著者：堀江貴文）
●身近な人に介護が必要になったときの手続
きのすべて
　（著者：鈩裕和）
●【本屋大賞 2018】かがみの弧城
　（著者：村深月）
●うんこ図鑑しらべる・くらべる・おぼえる
チカラが身につく !
　（著者：荒俣宏）
●まじょ子とステキなおひめさまドレス
　（著者：藤真知子）
●十代最後の日（赤川次郎ミステリーの小箱）
　（著者：赤川次郎）
　　　　　　　　　　　　　　　など

新刊の検索は中種子町図書室のホームページで（http://www.nakatane-library.jp/）

　生涯学習だより　
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生涯学習だより　　くらしの情報　information

特
別
編

中
種
子
町
郷
土
誌
⑮

「
学
童
疎
開
②
」

　

昭
和
20
年
３
月
18
日
、
米
軍

機
に
よ
る
種
子
島
（
西
之
表
地

区
）
へ
の
初
空
襲
か
ら
お
よ
そ

１
ヶ
月
後
、
中
種
子
町
の
各
校

区
の
児
童
は
薩
摩
郡
の
各
村
へ

疎
開
を
始
め
ま
し
た
。

　

疎
開
先
で
は
、
低
学
年
の
児

童
は
ほ
と
ん
ど
が
集
団
生
活
で
、

高
学
年
の
児
童
は
１
戸
に
１
人

の
割
合
で
各
家
庭
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
み
ん
な
元
気
で

学
校
に
通
い
、
休
み
の
日
に
は

家
の
掃
除
や
農
家
の
お
手
伝
い

を
し
て
、
そ
の
お
駄
賃
と
し
て

野
菜
や
果
物
を
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
美
味
し
く
食
べ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
～
２
ヶ
月
た

つ
頃
に
は
持
参
し
た
食
料
も
底

を
つ
き
、
日
を
追
う
毎
に
空
襲

も
激
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
お
腹
を
満
た

す
だ
け
の
満
足
な
食
事
が
で
き

ず
、
空
腹
に
耐
え
き
れ
な
く
な

り
農
作
物
や
食
べ
物
な
ど
を
盗

む
児
童
や
道
路
に
落
ち
た
麦
や

大
豆
さ
ら
に
は
落
ち
た
青
い
柿

を
食
べ
る
児
童
も
い
た
ほ
ど
で

し
た
。

　

疎
開
先
で
満
足
な
生
活
を
さ

せ
て
も
ら
え
る
児
童
も
い
れ
ば
、

栄
養
失
調
で
健
康
を
損
な
う
児

童
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
痢

と
い
う
伝
染
病
に
か
か
り
親
を

恋
し
が
り
な
が
ら
息
を
ひ
き
と

る
児
童
、
事
故
に
遭
い
命
を
落

と
す
児
童
も
い
ま
し
た
。

幼
日
の
童
等
塩
釜
丸
木
舟
い
づ
こ
に
消
え
し
や
た
だ

波
の
音　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前
　
德
永
　
武
彦

あ
ば
よ
あ
ば
よ
そ
の
規
模
ど
れ
も
で
つ
か
く
て
も
少

し
居
よ
う
が
半
世
紀
過
ぎ
ぬ
函
　
館
　
山
田
　
正
明

遠
き
空
飛
行
機
雲
の
ひ
と
筋
が
そ
の
又
向
う
に
薄
き

ひ
と
筋　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前
　
中
嶋
喜
代
子

病
身
の
夫
を
残
し
て
妹
は
急
死
な
し
た
り
梅
雨
の
最

中
に　
　
　
　
　

　
　
　
　
満
足
山
　
横
山
美
津
絵

洪
水
に
炎
天
と
続
く
日
本
中
安
全
に
座
し
テ
レ
ビ
に

見
入
る　
　
　

　
　
　
　
　
牧
　
川
　
有
留
よ
し
子

畝
跨
ぐ
足
許
縺
れ
転ま

ろ

び
た
り
老
の
不
様
の
空
に
昼
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
津
脇
　
橋
口
　
俊
子

幼
児
と
絵
本
の
世
界
に
戯
れ
る
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
も

仲
間
に
な
し
て　
　
　
　

　
上
　
方
　
古
市
シ
ゲ
子

変
哲
な
き
亡
夫
の
時
計
は
枕
辺
に
形
見
と
な
り
て
い

と
し
き
十
年　
　

　
　
　
　
牧
　
川
　
松
下
　
シ
ズ

窓
叩
く
雨
音
や
け
に
気
に
か
か
る
水
に
も
太
き
重
さ

あ
る
ら
し　
　
　
　
　
　
　

上
　
方
　
鎌
田
と
く
子

梅
雨
が
明
け
気
温
上
が
る
ご
と
稲
穂
垂
れ
狙
う
雀
を

案
山
子
が
睨
む　
　

　
　
　
上
　
方
　
古
市
　
克
人

災
難
を
受
け
止
め
集
う
人
々
の
勇
気
に
我
は
何
を
学

ぶ
や　
　
　
　
　
　
　

　
　
西
之
山
　
仲
座
　
健
次

刈
り
込
み
し
つ
つ
じ
の
園
に
通
り
雨
の
さ
み
ど
り
淸

し
文
月
の
夕
べ　

　
　
　
　
女
　
洲
　
中
村
　
寿
子

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
７
２
）

盛
り
立
つ
入
道
の
空
に
尻

込
み
す

　
　
　

　
　
油
久
　
緑
村

サ
ー
フ
ァ
ー
の
お
国
な
ま

り
や
ポ
ー
ズ
取
る

　
伏
之
前
　
岩
崎
カ
ネ
子

ヘ
ボ
将
棋
浴
衣
の
袖
を
ま

く
り
あ
げ

　
　
　
　
　
上
方
　
昇
竜

じ
り
じ
り
と
小
窓
明
け
れ

ば
西
日
さ
す

　
　
伏
之
前
　
山
元
悦
子

松
風
に
渚
の
音
や
見
風
鈴

　

　
　
　
　
田
島
　
一
郎

す
が
た
見
に
う
つ
る
浴
衣

と
み
だ
れ
髪

　
　
古
房
　
八
木
多
美
子

浴
衣
が
け
腰
な
ぎ
に
し
て

も
う
一
杯

　
　
　
　
満
足
山
　
一
穂

日
め
く
り
の
残
り
半
分
半

夏
生

　
　
　
　
　
上
方
　
篤
子

う
た
か
た
の
人
の
世
案
ず

時
鳥

　
　
　
　
　
古
房
　
秀
人

あ
り
し
日
の
母
の
お
土
産

金
魚
か
な

　
　
横
町
　
山
小
田
雅
子

俳
句
会

　
　
　
『
黄
水
仙
』
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法定相続情報証明制度をご存じですか
　相続が発生すると、お亡くなりになった方
の預貯金の払戻しなどの手続きには、亡くなっ
た方の出生から死亡までの戸籍など書類一式
を各金融機関にその都度提出して払戻しを受
ける必要があります。預貯金を預けた金融機
関が多いほど、払戻しなどに要する時間と手
間が必要になります。
　法定相続情報証明制度は、法務局が亡くなっ
た方の戸籍など書類を確認して、法定相続情
報一覧図（申出人が作成するものです。）の写
しを作成して、法定相続人が誰であるかを証
明する制度です。
　法定相続情報一覧図を利用することによっ
て、各金融機関への預貯金の払戻し手続きが
円滑に進むことになります。
　また、各金融機関にとっても戸籍書類一式
の審査が省略できることからメリットがあり
ます。
　さらに、相続登記の申請手続きや相続税の
申告手続きに利用することもできます。
　ぜひ、法定相続情報証明制度をご利用くだ
さい。
　なお、法定相続情報一覧図の写しを求める
場合の手数料は不要です。
　ご不明な点や同制度の相談については、法
務局までお問い合わせください。
※登記の相談は予約制です。月・水・金で受
け付けています。
◎お問い合わせ先
鹿児島地方法務局種子島出張所
㉒ 0668

民事・家事のお悩みに１日相談会
　種子島調停協会では、民事（借金返済、土
地境界など）や家事（相続、離婚など）に関
する１日相談会（費用は無料）を行います。
■日　時　９月 13 日（木）
　　　　　午前 10 時～午後４時
■場　所　中種子町中央公民館２階第二会議室
■その他　予約は不要で、当日会場へお越し

ください。
◎お問い合わせ先
　主催：種子島調停協会
　後援：種子島簡易裁判所　㉒ 0159

起業を目指す皆様へ
　（一社）全国労働保険事務組合連合会（全国
労保連）は厚生労働省の委託を受け、労働保
険を知ることができるセミナー・相談窓口に
講師・相談員を派遣するなどの支援を行って
います。
　全国労保連各都道府県支部にご相談くださ
い。電話番号はホームページに掲載していま
す。http://www.rouhoren.or.jp/info/02.html
　労働保険は労働災害補償保険（労災保険）
と雇用保険を総称したものであり、国が管掌
する強制保険として、農林水産の一部を除き、
正社員、パート、アルバイトに関わらず、１
人でも労働者を雇っていれば加入義務があり
ます。
■労働者とは
　労働者とは職業の種類にかかわらず、事業
に使用される者で、労働の対価として賃金を
支払われる者のことをいいます。
短時間労働者（パート、アルバイト）につい
ては、
・労働保険は、短時間労働者を含む全ての労
働者が対象となります。
・雇用保険は、一定の条件を満たさない短時
間労働者は対象とならないことがあります。
※その他、法人の役員、同居の親族などには、
労災保険・雇用保険の対象とならない者もい
ます。
■労働保険事務組合制度とは
事業主の委託を受けて事業主が行うべき労働
保険の事務を処理することについて、厚生労
働大臣の許可を受けた中小事業主などの団体
です。起業をめざす方が開業する場合に事業
協同組合などに加入される方が多いと思いま
すが、その団体が厚生労働大臣から事務組合
の許可を受けているか確認してください。
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シャントについて　公立種子島病院透析看護師　浜尾　勇二　公立種子島病院(㉖ 1230

 
シ
ャ
ン
ト
は
血
液
透
析
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
切
で

必
要
で
す
。
シ
ャ
ン
ト
に
は

自
己
血
管
内
シ
ャ
ン
ト
（
動

脈
と
静
脈
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
）、
人
工
血
管
シ
ャ
ン
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
透
析

患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
の
方

が
、
自
己
血
管
内
シ
ャ
ン
ト

で
透
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

血
液
ポ
ン
プ
で
体
外
へ
流
出

す
る
血
液
量
（
一
般
的
に

２
０
０
㎖
／
秒
程
）
を
確
保

す
る
た
め
で
す
。

　

シ
ャ
ン
ト
に
閉
塞
や
感
染

が
お
こ
る
な
ど
透
析
が
続
け

ら
れ
な
く
な
る
と
、
再
手
術

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一
時

的
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
留
置
、

動
脈
に
直
接
穿
刺
し
て
透
析

を
行
う
事
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
な
る
と
、
患
者
さ
ん
自
身

の
負
担
に
も
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
シ
ャ
ン
ト
保
護
に

気
を
付
け
、
普
段
か
ら
状
態

を
確
認
し
、
異
常
が
な
い
か

な
ど
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
シ
ャ
ン
ト
を
守

る
た
め
の
一
番
は
、
血
管
を

圧
迫
し
な
い
事
で
す
。

　

シ
ャ
ン
ト
側
を
下
に
横
に

な
っ
た
り
、
重
い
物
を
持
っ

た
り
、
ぶ
ら
下
げ
た
り
腕
時

計
を
す
る
な
ど
、
血
液
の
流

れ
を
絶
つ
よ
う
な
事
を
し
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

シ
ャ
ン
ト
の
状
態
・
異
常

に
関
し
て
は
、
き
ち
ん
と
流

れ
て
い
る
か
、
触
っ
て
拍
動

や
耳
に
近
付
け
て
音
を
確
か

め
る
事
も
大
事
で
す
。
良
い

音
は
連
続
し
た
低
い
音
（
ザ

ー
ザ
ー
・
ゴ
ー
ゴ
ー
）
で
悪

い
音
は
断
続
し
た
音
（
ザ
ッ

ザ
ッ
）、
笛
の
よ
う
な
高
い
音

（
ピ
ー
ピ
ー
）
な
ど
で
す
。

　

シ
ャ
ン
ト
は
日
頃
か
ら
常

に
気
を
か
け
る
事
を
習
慣
づ

け
、
長
持
ち
さ
せ
る
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
高

齢
化
が
進
み
、
自
己
管
理
に

困
難
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
の
方
々
も
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
シ
ャ
ン

ト
感
染
も
含
め
、
な
る
べ
く

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
た
い
も
の

で
す
。

　

当
院
で
も
患
者
様
の
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

腎
機
能
低
下
を
指
摘
さ
れ

た
場
合
は
放
置
し
な
い
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　　食生活改善推進員コーナー 　９月は健康増進普及月間・食生活改善普及月間です !

　

健
康
日
本
21
（
第
二
次
）

に
お
け
る
栄
養
・
食
生
活
の

目
標
の
う
ち
、
よ
り
取
組
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

と
し
て
、
主
食
・
主
菜
・
副

菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
が

１
日
２
回
以
上
の
日
が
ほ
ぼ

毎
日
の
者
の
割
合
の
増
加
、

野
菜
摂
取
量
の
増
加
、
食
塩

摂
取
量
の
減
少
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
で
20
か
ら
30
歳
代

は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
が
60
歳
以
上
に

比
べ
て
少
な
い
た
め
、
牛
乳
・

乳
製
品
を
摂
取
す
る
習
慣
の

定
着
を
継
続
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

牛
乳
は
、
日
本
人
に
不
足

気
味
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
手
軽

に
た
っ
ぷ
り
摂
取
で
き
ま

す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
体
内
に

吸
収
さ
れ
に
く
い
栄
養
素
で

す
が
、
牛
乳
に
は
吸
収
を
促

進
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
の
で

効
率
よ
く
摂
取
で
き
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
含
む
鮭
や
し

ら
す
干
し
、
き
の
こ
類
な
ど

と
一
緒
に
摂
る
こ
と
で
さ
ら

に
吸
収
率
を
高
め
ま
す
。
牛

乳
を
飲
む
と
お
腹
を
下
す
症

状
は
乳
糖
不
耐
症
と
い
い
、

牛
乳
に
含
ま
れ
る
乳
糖
（
ラ

ク
ト
ー
ス
）
を
分
解
す
る
酵

素
ラ
ク
タ
ー
ゼ
が
少
な
い

か
、
そ
の
働
き
が
弱
い
こ
と

が
主
な
原
因
で
す
。

今
回
は
、
牛
乳
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
小
さ
い
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油

を
よ
く
熱
し
、
で
ん
粉
と
牛

乳
を
よ
く
か
き
混
ぜ
た
も
の

を
流
し
込
み
、
ム
ラ
が
な
い

よ
う
よ
く
混
ぜ
る
。
固
ま
っ

て
き
た
ら
弱
火
に
し
て
平
ら

に
し
、
蓋
を
し
て
３
分
ほ
ど

蒸
ら
す
。

②
ひ
っ
く
り
返
し
て
全
体
を

火
が
通
る
ま
で
焼
き
、
好
み

の
形
に
切
っ
て
器
に
盛
る
。

③
熱
い
う
ち
に
落
花
生
醤
油

や
き
な
こ
を
ま
ぶ
し
て
食
べ

る
。牛乳入りいもんせん

(2 名分 )
さつまいもでんぷん 55g
牛乳 100cc
油 6g

１人分（ｴﾈﾙｷﾞｰ 182kcal、たんぱく質 1.7g、
　　　　脂質 8.0g、ｶﾙｼｳﾑ 69.0mg、食塩 0.3g）
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地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223

世界アルツハイマーデー
　毎年 9 月 21 日は「世界アルツハイマーデー」とさ
れており、認知症の理解普及を図る活動が世界中で行
われています。
鹿児島県の取組
～「認知症を理解し一緒に歩む県民週間」の設定～
　鹿児島県では、認知症の正しい理解の更なる普及啓
発や認知症高齢者などに優しい地域づくりに向けた気
運の醸成を図るため「認知症を理解し一緒に歩む県民
週間」を設定しました。
　「世界アルツハイマーデー」（９月 21 日）を含む一
週間（日曜日から土曜日まで）
※平成 30 年度は、9 月 16 日から 22 日までです。
中種子町の取組
～認知症サポーター養成講座～
　認知症を正しく理解し、地域での見守りやちょっと
した手助けで、認知症になっても安心して暮らし続け
る地域をめざし、認知症サポーターを養成しています。

「認知症ってどんな病気？」「認知症の人に対してどう
接すればいいの？」といった認知症に関する基礎知識
が学べます。時間は 90 分程度で受講は無料です。
　学校や職場、集落の集まりや仲間同士など、おおむ
ね５人以上のグループで包括支援センターにお申し込

みください。
～はぁとカフェ～
　認知症の方や介護をしている家族の方、また地域の
方々が気軽に集える場所です。「認知症について知り
たい」「最近物忘れが気になる」など気軽に相談もで
きます。お茶を飲みながら「はぁ」と一息つける時を
過ごしませんか。
■日　時　毎月第 4 金曜日（11 月 12 月は第３金曜日）
　　　　　午前 10 時～正午
■場　所　小規模多機能ホーム　こころ
■参加費　一人 200 円
～認知症イベント～
　認知症について知り、考えるきっかけづくりとして
イベントを開催します。
■日　時　平成 30 年 9 月 20 日（木）
　　　　　午後 2 時～午後 4 時
■場　所　中央公民館　大ホール
■内　容　認知症に関する講話、リズム体操、脳トレ、
　　　　　相談会など
※動きやすい服装、室内履き、水分など各自ご持参く
ださい。
※ 65 歳以上の方は元気あっぷポイントカードにポイ
ントが付きますので、ご持参ください。

宇
宙
科
学
技
術
館
で
職
場
体
験
学
習

　

７
月
11
日
か
ら
13
日
の
３
日
間
、
種

子
島
中
央
高
校
の
生
徒
２
名
が
宇
宙
科

学
技
術
館
で
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
概
要

を
学
ん
だ
後
、
館
内
を
巡
回
し
、
施
設

案
内
ツ
ア
ー
に
便
乗
し
ま
し
た
。
最
終

日
に
は
、
館
内
案
内
と
施
設
案
内
ツ
ア
ー

の
案
内
文
を
練
習
し
て
発
表
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
３
日
間
の
職
場
体
験
学
習
を

通
し
て
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
働
く

人
た
ち
の
様
子
や
、
働
く
楽
し
さ
大
変

さ
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

11
月
25
日
（
日
）
特
別
公
開
を
開
催
！

ス
テ
ー
ジ
出
展
希
望
者
を
募
集 

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
特
別
公
開

を
開
催
し
ま
す
。
50
周
年
記
念
限
定
の

企
画
も
あ
り
、
こ
の
後
も
少
し
づ
つ
内
容

を
公
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
1
つ
と
し
て
、

有
志
の
方
々
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
出
演
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
①
団
体
名
②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

内
容
③
人
数
④
代
表
者
連
絡
先
を
明
記

の
上
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

m
ail　

tane-koho@
jaxa.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　

㉖
９
１
０
０

秋
の
星
座
を
楽
し
も
う

　

秋
の
星
座
は
、
明
る
い
星
が
少
な
く
な

り
ま
す
が
、
宵
の
口
に
は
ま
だ
夏
の
星
座

が
見
え
、
深
夜
に
は
冬
の
星
座
も
の
ぼ
っ

て
き
ま
す
。
秋
の
星
空
の
目
印
は
「
秋
の

四
辺
形
」
で
す
。

　

秋
の
四
辺
形
は
、
ペ
ガ
サ
ス
座
の
胴
体

を
形
づ
く
っ
て
お
り
北
東
に
は
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
座
の
姿
も
見
え
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
開
館
日

　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
９
月
11
日
（
火
）
の
Ｈ-

Ⅱ

Ｂ
７
号
機
打
ち
上
げ
に
伴
い
、
宇
宙
科

学
技
術
館
は
左
記
の
日
程
で
運
営
い
た

し
ま
す
。

■
開
館
日

　

９
月
10
日
（
月
）

　

９
月
11
日
（
火
）
午
後
12
時
よ
り

※
施
設
案
内
ツ
ア
ー
は
10
日（
月
）運
行
、

11
日
（
火
）
は
運
休
い
た
し
ま
す
。

■
休
館
日　

９
月
12
日
（
水
）

※
打
ち
上
げ
が
延
期
の
場
合
、
開
館
日

も
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
宇
宙
科
学

技
術
館
（
㉖
９
２
４
４
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

打
ち
上
げ
後
の
白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

　

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
後
に
白
色
粉
の

降
下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町
の
防

災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
白
色
粉
そ
の
も
の
は
無
害
で
す
。
で

き
る
限
り
、
車
は
車
庫
に
入
れ
、
洗
濯

物
は
屋
内
に
干
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
や
洗
濯
物
な

ど
に
付
着
し
て
も
水
で
洗
い
流
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）
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戸 籍 の 窓
平成 30 年 7 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに

日付 名前 集落

7/21
池山　誠広 中　田

笹川　咲 平　鍋

7/24
清水　俊宏 古　房

猿樂　愛 福岡市

こんにちは赤ちゃん

女の子 名前 両親 集落

6/29 政田　妃
ひ

華
か

里
り

英樹・宏美 伏之前

7/3 立石　杏
もも

花
か

将大・香澄 上　方

7/13 石堂　優
ゆ

珠
ず

達也・優香 横　町

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

7/8 浦元　エイ 浜津脇 91 歳

7/13 久木原　齊 郡　原 84 歳

7/14 猪鹿野　節男 中之町 74 歳

7/18 秋田　勝視 伏之前 84 歳

7/22 上門　悟 中之町 91 歳

7/27 山口　重昭 田　島 63 歳

7/27 德永　章 牧　川 95 歳

婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
藤田　初美　( 美　座 )　猪鹿野泰則　( 伏之前 )
久木原幸子　( 郡　原 )　藤川　新治　( 宝　来 )
上門フヂ子　( 中之町 )　山口とも子　( 田　島 )

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,044 人 (　4) 出生 4 人

男　性 3,826 人 (   -3) 死亡 8 人

女　性 4,218 人 (　7) 転入 14 人

世帯数 4,291 戸 (　2) 転出 6 人

※（　）は前月との比較（7 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　7 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 42 件 うち急病 29 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 4 件 ( -1) 18 件 ( -10)

死 者 数 0 件 ( 0) 1 件  ( 1)

負傷者数 4 件 ( -2) 17 件 ( -15)

※平成 30 年 7 月、(　) は前年同時期比較

■亥年生まれの方集まれ！
　2019 年広報なかたね１月号に亥年生まれの方
の写真を掲載します。掲載ご希望の方はご連絡く
ださい。（対象の小学生は、後日学校の方へ撮影
に行きます。）年々広報誌への写真掲載を希望す
る方が少なく困っています。ご協力をよろしくお
願いします。
■対象　町内に住所を有する亥年生まれの方
◎お問い合わせ先
役場企画課広報係㉗ 1111 内線 303



21　広報なかたね 2018.9 月号

「なかたねお知らせ版」　9月 1日～ 30日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

6（木）ぽかぽか教室 13:00~

14（金）母子手帳交付 13:00~

15（土）おやこ食育教室 9:00~
対象：岩岡小学校

20（木）乳幼児健診

26（水）

・マタニティー教室（沐浴）
保健センター 18:00~

・マタニティー教室（お産・母乳）
種子島産婦人科医院 13:00~

28（金）母子手帳交付 13:00~

29（土）地魚ふれあい料理教室 9:00~

乳幼児健診
保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

６～８か月児 09:00~09:15 H30. 1.19　～　H30. 3.19 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29.  9.21　～　H29.10.18

１ 歳 ６ か 月 児 12:45~13:00 H28.12.21　～　H29. 3.19

２ 歳 児 12:45~13:00 H28.  8.16　～　H28. 9.19

予防接種
接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

水 痘 8 月 27 日～ 9 月   1 日 生後 12 ヶ月～ 36 ヶ月

二種混合
9 月   3 日～ 9 月   8 日
9 月 25 日～ 9 月 29 日

H18.4.2 ～ H19.4.1

四種混合 9 月 10 日～ 9 月 15 日 生後   3 ヶ月～ 90 ヶ月

B C G 9 月 18 日～ 9 月 22 日 生後   3 ヶ月～ 12 ヶ月

成人用肺
炎 球 菌 4 月   1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

※今回ご案内していない接種可能対象者で、接種を希
望される方は、保健センターへお問い合わせください。

行事・イベントなど
日 行　事

２（日）野間校区民体育大会

9（日）
・中種子中学校体育祭
・ジロ・デ・種子島 2018

12（水）町議会初日～ 21 日（金）まで

16（日）野間小学校運動会

22（土）
おはなし会
10:30~【中央公民館図書室】

23（日）町内小学校運動会（野間小学校以外）

27（木）
～ 30（日）

ジャパンプロサーフィンツアー 2018
ショートボード第６戦
サーフアイランド種子島プロ

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 ３（月）、４（火）、25（火）、26（水）

耳鼻咽
喉 科 ６（木）、20（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

消化器
外 科

毎週月曜日（午後）、火曜日、水曜日（午前）
※ 25 日（火）、26 日（水）は休診

小 児
外 来 毎週火曜日（午後）、木曜日（午後）

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

2（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

9（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

16（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

17（月） 種子島医療センター ㉒ 0960

23（日） 高岡医院 ㉗ 3100

24（月） 種子島医療センター ㉒ 0960

30（日） 田上診療所 ㉗ 0325

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場　所

4（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
敬老の日制作 保健センター

7（金） 幼児学級合同（1 ～ 4 歳児）
敬老の日制作 伏之前団地集会所

14（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
バルーンあそび 伏之前団地集会所

21（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
バルーンあそび 伏之前団地集会所

中央保育所園庭開放日　今月はありません。

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:40 10:30

10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 30 年 3 月 10 日～平成 30 年 9 月 17 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45

10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:05 14:40

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 4 月 28 日（土）～ 5 月 6 日（日）

8 月 4 日（土）～ 8 月 19 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

大雨や台風の気象情報に注意して早
めに防災対策・避難行為を行いま
しょう
　台風や前線の影響で、大雨、洪水、
暴風、高潮による自然災害が発生し
やすい季節です。皆さんが早めの避
難などの防災行動を取ることができ
るよう気象庁は様々な「防災気象情
報」を発表しています。時間を追っ
て段階的に発表される「注意報」や

「警報」などの防災気象情報を有効
に活用し、早め早めの防災行動をと
るようにしましょう。

「防災気象情報」を活用し、大雨や
台風への備えを
　気象警報を発表するような激しい
現象は、ひとたび発生すると命に危
険が及ぶおそれがあります。そうし
た現象が予想される数日前から気象
庁では「警報級の可能性」や「気象
情報」を発表し、その後の危険度の
高まりに応じて「注意報」、「警報」、

「特別警報」を段階的に発表してい
ます。
　気象警報・注意報は、原則として
市区町村ごとに発表され、危険度の
高まる時間帯が赤（警報級）や黄色

（注意報級）で色分けされて一目で
分かる新たな表示が平成 29 年５月
から始まっています。

（気象庁ホームページを確認 !!）

　８月１日から８月 31 日までの間、大阪（伊丹）種子島間の直行便就航を
記念し、種子島空港利用促進協議会やその他関係者による歓迎が８月１日に
行われました。今年の直行便はジェット機（ＪｰＡ
ＩＲエンブラエル 170 Ｅ 70）が就航し、就航初日
は種子島着の便 73 人、大阪行きの便 39 人の旅行
客や帰省客で賑わいました。


